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I. 医学および医療の水準の向上への貢献が日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会の独自
の活動を以下に留意して記載をしてください。 
a. 特に学術的に重要と考えられるもの 
学術集会の定期的な開催および機関紙・図書の発刊により、骨代謝領域における最新の学術的知見を共
有・議論し、当該領域の学術的活動に大きく貢献している。年次学術集会、若手向け研究会などを定期
開催しているほか、定期刊行している Journal of Bone and Mineral Research は、impact factor 2.4 であ
り、学術性の高さおよび国際的な評価の高さを示している。本誌は、当学会が長年に渡り編集・発刊し
てきたものであるが、近年では日本骨粗鬆症学会および日本形態計測学会の機関紙として共有され、二
学会の学術的位置付けにも貢献している。また、学会賞、学術賞、学術奨励賞など顕彰活動も継続的に
行なっている。HP（http://jsbmr.umin.jp/）では、最新の論文を紹介したり、専門家によるレビューな
どを随時掲載して最新の知見の共有や教育的な活動をづづけている。ウェブジャーナルとして、筋骨軟
骨 update も刊行している。 
 
以下の成果は近年、論文や図書として発刊されたガイドライン・図書あるいはその発刊告知である。 
・グルココルチコイド誘発性骨粗鬆症の管理と治療のガイドライン 日本語版・英語版（2023 年） 
・「薬剤関連顎骨壊死の病態と管理:顎骨壊死検討委員会ポジションペーパー2023」完成のご案内（2023
年） 
・エルデカルシトールおよびアルファカルシドール供給不足に伴う骨粗鬆症患者への対応に関する提
言 骨粗鬆症診療に携わる医療機関の皆様へ（日本骨代謝学会、日本骨粗鬆症学会による提言）（2021
年 7月） 
・エルデカルシトールおよびアルファカルシドール供給不足に伴う骨粗鬆症患者への対応に関する提
言について（その 2）（日本骨代謝学会、日本骨粗鬆症学会による提言）（2021年 11月） 
ｂ.当該領域における国際的な役割 
・当学会の学術集会では、American Society of Bone and Mineral Research (ASBMR), European Calcified 

Tissue Society (ECTS), Australian & New Zealand Bone and Mineral Society (ANZBMS), Korean 
Society of Bone and Mineral Research (KSBMR)などと共同シンポジウムを開催している。またこれ
らの学会の年次集会に加え、骨代謝領域の国際的学術団体である International Federation of 
Musculoskeletal Research Societies (IFMRS)主催の国際ワークショップへの若手研究者の参加に対
し travel awardを設定するなど、交流を深めている。 

・ASBMR, ECTS, ANZBMS などとともに、IFMRS の創設メンバーとして、骨・ミネラル代謝研究に
加えて運動器研究の進展に貢献している(https://www.ifmrs.org/)。 

 
ｃ.活動からもたらされる社会的な意義 

骨・軟骨や歯などの硬組織、その成分であるカルシウムやリンなどの代謝に関わる研究を行いその成果

http://jsbmr.umin.jp/
https://www.ifmrs.org/


を広く告知することで、社会・人類の福祉に貢献することを目的に活動している。特に、上記 a に記載
したガイドラインや薬剤に関する提言などは、臨床現場における意思決定に影響を与え、治療活動や健
康維持に大きく貢献すするため、社会的意義が大きい。 
 
ｄ.学会運営上留意している点 

学術的向上、人的交流、若手育成・支援、ダイバーシティ・キャリアパス支援 
 
Ⅱ.日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会と他の分科会との連携による活動を記載して下
さい． 

日本リウマチ学会・日本筋学会との三学会共同若手研究会の実施。 
学術集会において、日本リウマチ学会、日本骨粗鬆症学会、日本骨形態計測学会との共同セッションの
開催。 

 
 


